



































































































































































































































1 他人と話していて、あまり会話が途切れない方ですか 3.02 ±0.9 3.18 ±0.8 .12
5 知らない人とでも、すぐに会話が始められますか 3.19 ±1.1 3.40 ±0.9 .02
15 初対面の人に、自己紹介が上手にできますか 3.34 ±0.9 3.41 ±0.9 .45
高度のスキル
2 他人にやってもらいたいことを、うまく指示することができますか 3.02 ±0.8 3.14 ±0.9 .12
10 他人が話しているところに、気軽に参加できますか 2.92 ±0.9 3.17 ±0.9 .00
16 何か失敗したときに、すぐに謝ることができますか 4.00 ±0.7 3.98 ±0.8 .78
感情処理のスキル
4 相手が怒っているときに、うまくなだめることができますか 3.24 ±0.7 3.23 ±0.8 .89
7 こわさや恐ろしさを感じたときに、それをうまく処理できますか 2.78 ±0.8 3.00 ±0.8 .06
13 自分の感情や気持ちを、素直に表現できますか 3.04 ±1.0 3.40 ±1.0 .00
攻撃に代わる
スキル
3 他人を助けることを、上手にやれますか 3.20 ±0.7 3.45 ±0.7 .00
6 まわりの人たちとのあいだでトラブルが起きても、それを上手に処理できますか 3.04 ±0.8 3.10 ±0.8 .48
8 気まずいことがあった相手と、上手に和解できますか 2.96 ±0.8 3.08 ±0.8 .30
ストレス処理の
スキル
11 相手から非難されたときにも、それをうまく片付けることができますか 2.81 ±0.9 2.96 ±0.9 .18
14 あちこちから矛盾した話が伝わってきても、うまく処理できますか 2.98 ±0.9 3.27 ±0.8 .02
17 まわりの人たちが自分とは違った考え方をもっていても、うまくやっていけますか 3.42 ±0.8 3.67 ±0.9 .02
計画のスキル
9 仕事（学習）をするときに、何をどうやったらよいか決められますか 3.18 ±0.7 3.49 ±0.8 .00
12 仕事（学習する）の上で、どこに問題があるかすぐに見つけることができますか 2.95 ±0.8 3.30 ±0.8 .00
18 仕事（学習）の目標を立てるのに、あまり困難を感じないほうですか 2.84 ±0.8 3.25 ±0.7 .00





初歩的なスキル 9.6 ±2.3 10.0 ±2.2 −2.2 .03
高度のスキル 9.9 ±1.7 10.3 ±1.9 −2.3 .03
感情処理のスキル 9.1 ±1.7 9.6 ±2.1 −3.0 .00
攻撃に代わるスキル 9.2 ±1.9 9.6 ±1.7 −2.1 .00
ストレス処理のスキル 9.2 ±2.1 9.9 ±1.9 −2.8 .01
計画のスキル 9.0 ±1.8 10.1 ±1.9 −5.0 .0
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４．考察
本調査から一定期間続く臨地実習の経験が社会的ス
キル合計得点および下位尺度全ての社会的スキル得点
を上昇させることが明らかになった。実習前の得点は
55.9±7.8であり、これは一般の大学生男子56.40±
9.64や大学生女子58.35±9.02とほぼ同じ得点であっ
た12）。しかし実習後の合計得点は59.5±8.4点であり、
これは千葉らの報告6）にある３年間PBLによるテュ
ートリアル教育によって上昇した得点58.91点や、工
藤ら6）の看護大学１年次生を対象にした調査で報告さ
れた得点62.20±9.2点、藤野ら13）が看護大学４年生を
対象に行った調査の得点60.2点とほぼ同じ点数まで上
昇しており、一定期間続く臨地実習によって社会的ス
キルが育成された結果を意味するものである。
さらに本調査結果では６下位尺度全てにおいて実習
後の得点が上昇しており、「計画のスキル」では最も得
点の上昇が認められた。また、６下位尺度を構成する
項目毎の実習前後の得点の平均値をみると、「ストレ
ス処理のスキル」と「計画のスキル」を除く４下位尺
度では、各々３項目中１項目のみが有意に得点が上昇
しているが、他２項目は実習前後で有意に変化をして
いなかった。本調査では半年間にわたる臨地実習前後
の変化を捉えており、社会的スキルの項目の中でも
「ストレス処理のスキル」と「計画のスキル」項目は、
臨地実習で経験するストレスへの対処方法を身につけ
たり、毎日行う行動計画の立案や実習の報告というよ
うに、日々繰り返し実施してきたことにより育まれた
可能性が高い。一方で、「初歩的なスキル」や「高度の
スキル」、「感情処理のスキル」、「攻撃に代わるスキル」
の中で、実習前後に有意な変化を認めなかった項目に
ついては、項目の示す状況に遭遇しない限りスキルと
して実施することはないために、半年にわたる臨地実
習においてもスキル得点の変化が認められなかったの
ではないかと考える。以上の結果から、専門科目の内
容に関わらず一定期間続く臨地実習後は、社会的スキ
ル得点が有意に上昇していることが明らかになった。
看護基礎教育を経た新人看護師においては、一定レ
ベルの社会的スキルを身につけていない、あるいは身
につけることができなければ、離職する可能性が高ま
ることが示されている2）。今後は一定期間続く臨地実
習で社会的スキルの育成を強化するとともに、社会的
スキルの変化が少ないスキルについて、どのように育
成していくかを検討することが課題である。
５．結論
看護学生を対象に半年にわたる専門看護実習前後の
社会的スキル（KiSS-18）の変化を明らかにすること
を目的とし、以下の結果を得た。
１．社会的スキル合計得点は、実習前に比べ実習後
で有意に上昇を示した。
２．今後は社会的スキルを構成する18項目の中で、
一定期間続く実習において得点の変化の少なかった９
項目についての育成方法を検討することが課題であ
る。
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